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研究成果の概要（和文）：小笠原諸島の固有亜種であるアカガシラカラスバトは、伊豆諸島に生息する基亜種カ
ラスバトよりも飛翔に適した形態特性を持つことが明らかになった。海洋島では鳥類の飛翔能力が低下すること
が知られているが、カラスバトにおいては、より隔離された島嶼環境において飛翔能力を発達させることが示唆
された。また、伊豆諸島の八丈島と八丈小島の間を移動するカラスバトの個体数をモニタリングし、その季節性
を明らかにした。カラスバトの移動頻度は繁殖期である夏に多く、これによって島間における植物の種子散布も
生じている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Columba janthina nitens endemic to the Ogasawara Islands showed higher 
flying ability than that of Columba janthina janthina in Izu Islands estimated by their 
morphological traits. This indicated the evolution to improve flying ability of Columba janthina in 
highly isolated oceanic isalnds, despite the general knowledge of reduction of birds' flying 
ability. Seasonality of number of Columba janthina janthina that moved between Hachijojima and 
Hachijokojima in Izu Islands was also investigated. Many individulals moved between the islnads in 
breeding season in summer which may be related to inter-island seed dispersal of plants.

研究分野：分子生態学

キーワード： 海洋島　鳥類

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、これまで着目されてこなかった、海洋島における鳥類進化の新しい側面が明らかになった。ま
た、カラスバトの海洋島環境への適応とその生態系機能を示唆する成果が得られた。カラスバトの保全において
は、その広範囲な移動を考慮して保全単位を決定する必要があると考えられる。また、カラスバトの島間移動と
食物資源との関連については、より詳細な調査を行う必要がある。島嶼性ハト目の多くは絶滅危惧種に指定され
ていることから、本研究は、その進化プロセスや生態特性を考慮した保全策を検討する上で重要な情報を提供し
うると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

海洋島は多くの固有種を含む特異的な生物相を有しており (Darwin 1859 On the Origin of 

Species)、生物多様性ホットスポットとして保全価値の高い地域である。しかし、海洋島の生態

系は外来種の侵入などの人為撹乱に対して脆弱であり、多くの生物が絶滅の危機に瀕している 

(Whittaker et al. 2007 Island Biogeography)。鳥類の場合、絶滅危惧種の約 37%に当たる 431

種が海洋島に生息しているという現状にあり (BirdLife International 2008 BirdLife State of 

the world’s birds website)、海洋島における絶滅危惧種の保全は緊急の課題である。 海洋島で

は鳥類の移動能力が低下することが知られており (Weiner 1994 The Beak of the Finch; 

Whittaker 2007 Island Biogeography)、これに関する研究は数多く行われてきた。一方、海洋

島において移動性を維持している鳥類については注目されておらず、その生態を考慮した保全

もほとんど行われていない。 

 

２．研究の目的 

 

海洋島に生息する鳥類が示す広範囲な移動という、これまで見落とされていた島の生物進化に

着目し、その進化的背景とパターンを解明する。それにより、海洋島において広範囲な移動を行

う絶滅危惧鳥類に対して、その進化性を担保した生息地の保全策を立案することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

カラスバト亜種間における島間移動能力を比較するため、伊豆諸島及び小笠原諸島に由来する

DNAサンプルの収集を行い、MIG-seq法による集団遺伝構造解析を試みた。また、標本計測に

より形態比較を行った。詳細な島間移動パターンの解明を行うため、亜種アカガシラカラスバト

への GPS装着を実施する予定だったが、現地における対象種の保全状況などから計画を変更し

た。代わりに、伊豆諸島の八丈島において、近接する八丈小島との間を移動するカラスバトの個

体数と、それぞれの島における生息個体数を毎月モニタリングした。また、個体数および移動頻

度と、生息地における食物資源との関連を評価するため、生息地における結実状況のモニタリン

グも合わせて行った。モニタリング調査中にカラスバトの糞を発見した場合は採取し、分解して

内容物を確認した。 

 

４．研究成果 

 

小笠原諸島の固有亜種であるアカガシラカラスバトは、伊豆諸島に生息する基亜種カラスバト

よりも飛翔に適した形態特性を持つことが明らかになった。海洋島では鳥類の飛翔能力が低下

することが知られているが、アカガシラカラスバトはより隔離された島嶼環境において飛翔能

力を発達させたことが示唆された。これを遺伝構造解析で裏付けるため、伊豆諸島と小笠原諸島

において羽毛のサンプリングを行った結果、島間の移動頻度を評価する上で十分な数のサンプ

ルを収集することができた。現在 MIG-seq による分析を進めている。 

 伊豆諸島の八丈島と八丈小島においては、島間を移動するカラスバトの個体数をモニタリン

グし、その季節性を明らかにした。カラスバトの移動頻度は繁殖期である夏に多く、この時期に

八丈小島における密度が非常に高い状態にあった。八丈小島は捕食者の少ない無人島であるこ



とから、カラスバトにとり好適な繁殖地である可能性がある。その一方で面積が狭く食物資源が

十分でないため、カラスバトは隣接する八丈島に移動して食物資源を得る必要があると考えら

れた。実際、移動頻度および各島における個体数は、結実量が多い月ほど多い傾向にあった。ま

た、採取された糞の多くから破壊されていない種子が検出された。飛翔能力の高いハト目は重要

な長距離種子散布者であるが、カラスバトは主に種子食者であることからその貢献は低いと考

えられてきた。しかし今回、近接する島間における多数の個体の移動が観察されたことから、カ

ラスバトによる島間種子散布は無視できない頻度で生じている可能性があり、今後の詳細な調

査が必要であると考えられた。 

 本研究により、これまで

着目されてこなかった、海

洋島における鳥類進化の新

しい側面が明らかになっ

た。また、カラスバトの海

洋島環境への適応とその生

態系機能を示唆する成果

が得られた。島嶼性ハト目

の多くは絶滅危惧種に指定されていることから、本研究は、その進化プロセスや生態特性を考慮

した保全策を検討する上で重要な情報を提供しうると考えられる。 
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